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制振材料を利用した超音波洗浄機の低騒音化
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環境保護の意識の高まりとともに，水系洗浄としての超音波洗浄機の利用が

拡大している。それに伴い超音波洗浄機から発生する騒音が作業環境を悪化

させている。ここでは，水槽に制振材料を貼付して騒音レベルの低減量を測

定した。その結果，特殊な制振材を利用して，有効な騒音低減を達成する事

ができた。
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1.はじめに

近年，有機溶剤やフロンの利用規制から水系洗浄

としての超音波洗浄機の利用が拡大している。超音

波洗浄機のうち， 1随fz前後の高周波を使用するもの

は，超音波による水分子の振動加速度を利用して汚

れを被洗浄物から剥離させている。

他方，数10凶z以下の周波数帯の超音波洗浄では，

キャピテーションといわれる現象を利用して被洗

浄物に付着している汚れを破壊して洗浄液中に分

散させている。キャピテーションとは，水中で超音

波振動の減圧力による空洞が発生し気泡となり，そ

れが次の圧縮力で押しつぶされる現象である。

このキャピテーションの圧解による衝撃波によ

り広帯域のノイズが発生しそれが空気中に放射す

る。また強力超音波は水中の振動の非線形現象を生

じさせ，その結果，振動子発振周波数の 2分の 1，

3分の 1等のサプハーモニックスが発生すること

が確かめられている1)。さらに水を加振した結果，

水中音場の不要共振が生じる。これらが騒音として

作業環境悪化の要因になっている。

そこで，本研究では騒音レベルの大きい40凶z以

下の洗浄機を対象として以下の実験を行った。

(1)キャピテーションによる水槽の振動による音響

放射の低減のために，水槽に制振材を貼付する。

(2)空気音の低減のために，外装を利用する。

(3)上記の方法を組み合わせて，騒音レベルおよび

音場分布を測定した。

2.実験方法

実験方法を図 1に示す。実験は水槽からの音響放

射特性を把握する目的から，当研究所の無響室を利

用して行った。

超音波発振器には，市販のものを使用した。発振
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